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　平均気温 が 15℃以下 の 晩秋 に な ると ， チ ャ の 芽の 伸長 は停止 す る。 しか し常緑樹 で あ る チ ャ は ， 厳冬

期に お い て も最盛期の 1／ 3程度 と低い値 なが ら光合成を行 う．晩秋か ら翌春に か けて の 光合成生産物

は ， 貯蔵炭水化物と して 根や茎に 貯え られ ， 翌年 の 一番茶 の 生長に 重要な役割を果 たす．一方 ， チ ャ は

品種．系統 によ り耐寒性に差 があ る．一
般に耐寒性の 強弱は，低温遭遇後の 葉の 枯死症状な どか ら判断

され て い るが， こ の序列 と低温によ る光合成阻害程度が如何な る関係に あ るか は不明で あ る．そ こ で耐

寒性 の 異な る 4 品種 に つ い て冬期の 光合成の 変動 を調査 した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　材料お よ び方法

　実験 に用 い た 4品種の 耐寒性そ の 他の 特性を表 1に 示す．ア ッ サ ム 種は在来種に 比 べ 耐寒性が 弱 い ．

光合成活性は酸素電極法 （青木，1981）で 測定 した．試験場内 の 品種見本園よ り茶株表層葉 （三 あ る い

は四番茶葉 ）を採取 し， リ
ー

フ パ ン チ で 葉片を打ち抜 き，水 に浮か べ て 十分予備照射を行 っ た後， リ ン

酸緩衝液を入れた反応 ベ
ッ セ ル 中に細断 した葉片を入れ，重炭酸ナ トリウ ム を加え た時の 酸素放出速度

を求め た．測定 は25℃，60klxの 条件で行 っ た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果 および考察

　図 1 に調査期間中の 気温 の推移を示す ． 1月か ら 3 月にか けて最低気温 が氷点下 とな る こ とが多 く，

日最低気温 は
一 6℃ を記録 した．図 2 は 4品種 の 三 番茶葉 の 光合成活性の 変動を示す． い ずれ の 品種 も

1 月に入 る と光合成活性は低下 し始め， 2月中旬に 最低とな り， 3月に な るとや や回復 したが ，

一
番茶

の 萌芽後は再 び低下を始め た．品種別に み る と
‘
や ま とみ ど り

’
と

‘
や ぶ きた

’
に大差 は なか っ た が，

1月以降の
‘
印雑 131 ’

の 活性低化が著 しく，また
‘

べ に ひか り
’
もかな り低下 した．呼吸活性 の 変動

に 明確 な傾向は認 め られ な か っ たが，
‘
印雑13r の 呼吸活性は

一
貫 して 高か っ た．低温に よ る光合成

阻害の 程度を
‘
やぶ きた

’
三 番茶葉と四番茶葉で比較する と ， 四番茶葉の 阻害が 明 らか に 大きか っ た

（図 3 ）．
‘
印雑 131’で は 三 番茶葉 の 阻害程度が 大 きい た め ，三 ，四番茶葉の 差が 少な か っ た （図 4 ）．

四 番茶葉は三 番茶葉と比較 して ， 葉の 厚みが少な く，葉色 も薄い こ と （表 2 ）か ら ， 成熟完了前 に低温

に遭遇 した もの と考え られ た．以上よ り，品種間で み た耐寒性 の 強弱 と低温 に よ る光合成阻害程度に は

関係が あ る こ と，また未成熟な四 番茶葉 は 冬季の 低温阻害を受 け易 い こ とが明 らか とな っ た ．
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表 1　使 用 した 4品樋の 特性
表 2　三 書茶葉と 四番茶葉 の形 越的特微
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図 1 冬朋問の 気温の 推捗

　　　植は 5 日毎の 平均埴で 示した．
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図 E2 酬寒性の 異な る 躍品 種 の 冬朋 の 光合成 ・呼 吸活 性の 比較

　　 質 は 三番茶 葉の 活性 聖 示す ．
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越 冬翼 の 光合 戒 ・呼 吸活往の 推移

　 　 　図中 の記 兮 は図 2 に岡 じ．
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